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市の概要 ～広島の現在～

■ 人口 1,177,470人 （１９政令市中第１０位）
（平成２３年８月１日推計人口）

■ 面積 905.41 ㎢ （１９政令市中第４位）
（平成２２年年１０月１日現在）

■ 気象 平均気温１６．６℃ 年間降水量１,５８６ｍｍ

いわゆる「瀬戸内気候区」に属している。

明治２２年 市制施行

昭和２０年 原子爆弾により壊滅

昭和２４年 「広島平和記念都市建設法」公布

昭和５５年 政令指定都市広島誕生

昭和６０年 人口１００万人突破

平成元年 市制施行１００周年

平成 ６年 第１２回アジア競技大会広島開催

平成１７年 湯来町編入合併

平成２１年 （新）広島市民球場開設

平成２２年 政令指定都市移行３０周年

平成２３年 松井市長就任

略年表広島の四季

い ま

１



山陽自動車道

山陽新幹線

中国自動車道

ひろしま西風新都

不動院金堂（国宝）

湯来ロッジ

広島ビッグアーチ

魅力ある地域資源 ～広島の現在～
い ま

ひろしまﾄﾞﾘﾐﾈｰｼｮﾝ

ひろしまﾌﾗﾜｰﾌｪｽﾃィﾊﾞﾙ

広島みなと

夢

花火大会

平和記念公園

MAZDA Zoom-Zoomスタジアム 広島

２



広島市は、政令市 第１位 （全国 ３３位)

■ 安心して住める街

全国805都市を対象に、

「老後・病気」「教育」「生命・財産」「経済力」

の項目で「ベストシティ」を厳選！
〔「週刊ダイヤモンド」誌、平成19年8月11・18日合併号〕

■ 次世代育成支援「行動計画」進捗ランキング

政令市・中核市５１都市を対象に、

「保育園定員」「待機児童数」「放課後プレイ

スクール」「休日保育」「病児・病後児保育」

などの指標で、分析・評価！

〔NPO法人エガリテ大手前、平成21年5月29日発表〕

広島市は、総合ランキング第１位

広島市立大学

広島市は、

政令市第２位

■ 大学等進学率

広島市は６６．２％

政令市平均５７．８％

（平成20年5月1日）

住んでよい街 ～広島の現在～
い ま

３



■ 入込観光客数 1,057万1,000人（うち外国人観光客33万9,000人） （平成２２年）

６年連続で1,000万人超、うち外国人観光客数も４年連続３０万人超

原爆ドーム

厳島神社（廿日市市）

訪ねてよい街 ～広島の現在～
い ま

平成24年1月からのＮＨＫ大河ドラマが
「平清盛」に決定！

平成23年5月18日 大河ドラマ「平清盛」
広島県推進協議会を設立

４
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■ 広島の特産品で特に優れた食品・工芸品等を認定し、全国に向けてＰＲ

平成１９年度に創設し、現在、50品を認定

〔農水産物〕

〔酒〕

〔加工品・惣菜〕 〔調味料〕

〔菓子〕

味わいの一品 匠の銘品

ザ・広島ブランド ～広島の現在～
い ま

５



■ 魅力ある都市「広島」

世界のトップ２００にランクイン

このように、広島市は四季の表情が豊かで、

暮らしやすい環境にある都市です。

THE CITIES BOOK

(発行：lonely planet社)

住んでよく、訪ねてよい、千客万来の都市 ～広島の現在～
い ま

６

日本では

東京

京都

広島

の３都市のみ

まち



そのために、「対話・ビジョン・実行」によって市政
に活力を生み出したい
「対 話」
広島の「秘めたる力」を引き出す一連の対応や行動

広島を世界に 誇れる 「まち」 に

「ビジョン」
夢であると同時に展望であり、それは実現するためのもの

「実行」
ビジョンを大切にしながらも、今置かれた状況に真剣に向き合うこと

自らの使命

市長の所信表明 ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

７



「活力にあふれにぎわいのあるまち」への取組

「ワーク・ライフ・バランスのまち」への取組

「平和への思いを共有するまち」への取組

「実行」＝選択と集中により確実に政策の実現を図る。

主要施策の概要 ≪３つの柱≫

市長の所信表明 ～未来に向けた都市づくり～

８

ま ち



■ みんなで創る都心の未来 平成17年2月策定

平成23年3月更新

魅力ある都心づくりの基本方向

１ 「行きよい」都心づくり

２ 「歩きやすい」都心づくり

３ 「にぎわい・交流する」都心づくり

４ 「居心地よい」都心づくり

５ 「住みよい」都心づくり

目標年次

２０３０年 都心の将来イメージ

目 標

人を魅きつける広島の都心づくり

ひろしま都心ビジョン

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

９



広島市の都心

新都心成長点

(広島駅周辺地区)

拡大都心核

(紙屋町・八丁堀地区)

ひろしま都心ビジョンの対象区域と重点地区

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

10



（平成23年3月事業完了）

■若草町地区市街地再開発事業

■南口Ｂブロック市街地再開発事業

■南口Ｃブロック市街地再開発事業

土地区画整理事業

■広島駅自由通路及び新幹線口

ペデストリアンデッキ

■広島市民球場

周辺地区開発

猿猴川

京橋川

紙屋町・八丁堀周辺地区との連携

二
葉
山
軸

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

広島駅周辺の整備

11

広
島
高
速
５
号
線

（平成21年4月オープン）



■ 未利用国有地を中心とした地区について、土地区画整理事業により都市基盤整備を行うとともに、

民間主体の計画的な開発の誘導を図る。

施行者 独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）

施行地区面積 約13.8ha

施行期間 平成22年度～平成30年度（清算期間 5年を含む。）

総事業費 51億 9千万円

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

二葉の里土地区画整理事業

12



15

■ 建物の不燃化と土地の高度利用により、都市機能を更新するとともに、

商業・業務機能の集積及び都心居住の推進を図り、陸の玄関にふさわしい地区に再生する。

■計画概要

・区域面積 約1.4ｈａ

・ 延床面積 約12万500㎡

西棟（住宅、店舗、事務所）

約8万9,800㎡

東棟（店舗、駐車場）

約3万700㎡

・主な導入機能

住宅、商業施設、業務施設、

駐車場

・事業費 約340億円

東棟

西棟

（平成23年8月の事業計画変更認可時点の完成予想図：広島駅南口Ｂブロック市街地再開発組合作成）

猿猴川右岸から

広島駅方面を望む

広島駅南口Ｂブロック市街地再開発事業

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

13



16

■ 建物の不燃化と土地の高度利用により、都市機能を更新するとともに、

商業機能の集積及び都心居住の推進を図り、陸の玄関にふさわしい地区に再生する。

■計画概要

・区域面積 約1.9ｈａ

・ 延床面積 約9万9,900㎡

・ 主な導入機能

商業施設、住宅、駐車場

・事業費 約238億円

（概算事業費。公共施設管理

者負担金を除く。）

住宅棟

広島駅南口からマツダ

スタジアム方面を望む （平成23年4月の都市計画決定時点の完成予想図：広島駅南口Ｃブロック市街地再開発準備組合作成）

商業施設棟

広島駅南口Ｃブロック市街地再開発事業

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

14



新跨線橋

広島駅自由通路
幅員 :  15m

総延長 : 約180m

JR西日本広島支社

ペデストリアンデッキ

幅員 :  4～6m

総延長 : 約450m
総事業費

約１７０億円

ペデストリアンデッキ（若草ﾋﾞﾙ間）H22整備

新幹線口広場

面積 : 約13,300㎡

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

15

広島駅自由

通路等の整備



活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

16



■ 業務、商業、都心居住などの複合機能の導入を図り、活気とにぎわいに満ちた空間を創出するとともに、

市営若草住宅の建替により遊休化した土地の有効活用を図り、安全・安心のまちづくりを進める。

タワー住宅棟 ホテル・ビジネス棟

広島駅新幹線口広場

広島駅

マツダスタジアム

平成23年3月 事業完了

テラス住宅棟

■施行概要

・ 区域面積

約2.9ｈａ

・ 延床面積

約9万5,600㎡

ﾎﾃﾙ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ棟

約4万8,400㎡

ﾃﾗｽ住宅棟

約1万8,400㎡

ﾀﾜｰ住宅棟

約2万8,800㎡

・主な導入機能

ホテル、業務施設、

分譲・賃貸住宅、

商業施設、駐車場

・事業費

約328億円

若草町地区市街地再開発事業

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

17



■ 旧広島市民球場跡地を含む紙屋町・八丁堀地区は、広島駅周辺地区とともに、

本市の活性化を図る上で重要な拠点となる地区であり、より一層魅力を高め

ることが必要。

今後１年半程度かけて市民等から広く意見を聴くため、経済界、

商店街、若者などで構成する委員会を設置し、跡地の活用方策を検討

若者を中心とした「にぎわい」のための場

平成２５年 春

旧広島市民球場跡地などを会場とした第２６回全国菓子大博覧会の開催

■ 今後の予定

■ 方向性

旧広島市民球場跡地の活用

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

18



全国お菓子めぐり館

夢のお菓子ランド

お菓子の学校

お菓子のテーマ館＆

お菓子美術館

メインゲート

ファミリープールエリア

開催期間：平成25年4月19日(金)～5月12日(日) 場所：旧広島市民球場跡地、広島県立総合体育館及びその周辺

主 催：第26回全国菓子大博覧会・広島実行委員会(広島県菓子工業組合、広島県、広島市、広島商工会議所 外)

世界にとどけ！笑顔をむすぶお菓子のちから

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

19



未利用地 約４．７ｈａ

(国立大学財務・経営センター

所有地)

広島大学東千田キャンパス

約１．５ｈａ

東千田公園

約３．０ｈａ

民間所有地

約２．２ｈａ

全体面積 約１１．４ｈａ

国道２号

日赤病院

千田小学校

広島大学本部跡地の現況

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

20



■道路の新設

・奥まった敷地の接道条件の向
上及び南側からの公園へのア
クセス性向上を図る。

・（仮称）国際人材育成セン
ターを広島大学東千田キャ
ンパスに接した土地に設置
し大学との連携を図る。

≪知の育成エリア≫

・敷地内の貴重樹木の保
存を図る。

・旧理学部1号館は広島市
が保存・活用を検討する。

「知の拠点」を支えるゾーン

・幹線道路に接する立地性を活かし、
主に住宅・商業・業務関連の土地利
用となることが望ましい。

≪知の継承エリア≫

・周辺が住宅地で小学校が
近いことを踏まえ、主に住
宅・生活関連の土地利用と
なることが望ましい。

「知の拠点」の核となるゾーン
「知の拠点」を支えるゾーン

活力にあふれにぎわいのあるまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

21

ひろしま「知の拠点」
再生プロジェクト（仮称）



雇用の促進・仕事と子育て

の両立支援

教育の充実

医療・福祉の充実

スポーツ・文化芸術の振興

環境施策の推進

災害に強いまちづくりの推進

生涯を通じて仕事と家庭生活、地域活動や趣味、

ボランティア活動などを、個人個人の価値観に応じて、

バランスよく組み合わせること

ワーク・ライフ・バランスのまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち
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平和都市としての取組

訪れた人々に平和への思いを
共有してもらうため、次の取組を推進

被爆者による証言活動に対する支援

被爆資料の収集・活用

平和記念施設の保存・整備 など

先人の築いた成果をしっかりと受け継ぎ、ヒロシマの願いである
核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向け積極的に取り組む

これまで以上に市民やＮＧＯ等との連携を強化し、国内外から
多くの人々に広島に来てもらい、平和への思いを共有してもらう

平和への思いを共有するまち ～未来に向けた都市づくり～
ま ち

23
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■ 平成９年４月 広島市行財政改革推進本部（本部長：市長）を設置

■ 第１次行財政改革（取組期間：平成９年度～平成１１年度）

平成９年１１月 「広島市行財政改革大綱」を策定

平成９年１１月 「広島市財政健全化計画」 （計画期間：平成１０年度～平成１５年度）を策定

■ 第２次行財政改革（取組期間：平成１２年度～平成１５年度）

平成１２年２月 「第２次広島市行財政改革大綱」を策定

平成１２年２月 「広島市財政健全化計画」（計画期間：平成１０年度～平成１５年度）を改訂

■ 平成１５年１１月 「広島市行政改革大綱」を策定

■ 平成１６年４月 「第２次財政健全化計画」（計画期間：平成１６年度～平成１９年度）を策定

■ 平成２０年２月 「今後の財政運営方針」 （計画期間：平成２０年度～平成２３年度）を策定

■ 平成２２年３月 「広島市行政改革大綱」を一部修正

■ 平成２３年９月 「中期財政収支見通し」を公表

広島市の行財政改革 ～行財政改革への取組み～

24
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億円 平成２０年度から平成２３年度まで計画期間

２つの目標 財源不足の解消と財政調整基金の確保

市債の実質残高の抑制

達成財源不足の解消と財政調整基金の確保

市債の実質残高の抑制

「今後の財政運営方針」 の基本姿勢
市民サービスの維持・向上に努めながら、将来世代に過度の負担を残さない

「持続可能な財政運営」の実現を目指す

平成２２年度の実績（決算）

計画 実績
（決算）

差引 計画 実績
（決算）

差引 計画 実績
（決算）

差引 計画 実績
（当初予算）

差引

0 20 20 0 21 21 0 22 22 0 0 0

66 110 44 50 102 52 50 143 93 50 56 6

平成２２年度 平成２３年度

財政収支

財政調整基金残高

平成２１年度

区　　分

平成２０年度

計画 実績
（決算）

差引 計画 実績
（決算）

差引 計画 実績
（決算）

差引 計画 実績
（当初予算）

差引

7,534 7,378 ▲ 156 7,455 7,245 ▲ 210 7,360 7,150 ▲ 210 7,252 7,245 ▲ 7

区　　分

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

実 質 残 高

達成

「今後の財政運営方針」の進捗状況～行財政改革への取組み～

25

実質残高とは、

市債残高総額から

① 後年度の償還財源が

地方交付税等により

補てんされる臨時財政

対策債などの特別な

市債の残高

② 将来の返済に備えて

減債基金に積み立てて

いる額

を差し引いた額



今本市が置かれている厳しい行財政状況と

真剣に向き合うことなく、確実に政策の実現

を図ることはできない

これまでの事務事業について、聖域を設けること
なく、その意義や効果をあらゆる角度から点検し、

抜本的に見直し

中長期的な財政状況の見通しを立て、財政運営
の方針の確立を図る

行財政改革の推進 ～行財政改革への取組み～

26



・一般財源収入（市税・地方交付税等）の減少
・義務的な経費（社会保障費・公債費）の増加

・４年間の累計で５８２億円の収支不足が生じる見込み

・後年度の財政負担につながる事業のあり方を見直す

ことを通じて、収支構造そのものを変えていくことが重要

・今後見込まれる多額の収支不足を解消するためには、

歳入・歳出の両面において、それぞれ適切な取組を行う

ことが必要

広島市財政の現状

財政収支見通し（平成２４年度～平成２７年度）

財政運営上の課題

「中期財政収支見通し」 ～行財政改革への取組み～

市の活性化に向けて乗り越えるべき課題

27



■ 一般会計、特別会計、企業会計の 全会計の

予算規模は、１兆１，６６２億円で 対前年度比

１．６％の増で、２年連続の増加

■ 一般会計の予算規模は、６，０８４億円で

対前年度比２．８％の増で、７年連続の増加

（単位：億円、％）

区            分 平成23年度 平成22年度 差 引 伸び率

一 般 会 計 6,084 5,916 168 2.8

特 別 会 計
（ ２ １ 会 計 ）

3,649 3,627 22 0.6

企 業 会 計
（ ３ 会 計 ）

1,929 1,930 ▲ 1 ▲ 0.1

合 計 11,662 11,473 189 1.6

一般会計歳入 ６，０８４億円

市税１，９９１億円
（３２.７％）

地方交付税３７５億円
（６．２％）

国庫支出金
１，２３８億円
（２０．３％）

市債７７２億円
（１２．７％）

その他１，７０８億円
（２８.１％）

全会計の予算規模１兆１，６６２億円

一般会計歳出 ６，０８４億円

人件費８６７億円
（１４．２％）

扶助費
１，４３９億円
（２３．６％）

公債費５９１億円
（９．７％）

投資的経費９０８億円
（１４．９％）

その他２，２７９億円
（３７．６％）

平成２３年度当初予算 ～予算・決算等の状況～
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■ 歳入歳出とも、平成１８年度から５年連続で増加

実質収支は、平成１５年度から８年連続で増加

■ 歳入では、市税が２年連続マイナス、

市債が臨時財政対策債の増などにより

前年度比１４．１％の増

■ 歳出では、公債費が前年度比１７．０％の減、

扶助費が前年度比１８．１％の増

（単位：億円、％）

決算収支の推移と平成２２年度決算 ～予算・決算等の状況～

一般会計歳入 ５，８６９億円

市税２，０１１億円
（３４.３％）

地方交付税４２４億円
（７．２％）

国庫支出金
１，１００億円
（１８．８％）

市債７１１億円
（１２．１％）

その他１，６２３億円
（２７.６％）

一般会計歳出 ５，８１１億円

人件費８６７億円
（１４．９％）

扶助費
１，３０１億円
（２２．４％）

公債費５９８億円
（１０．３％）

投資的経費７９８億円
（１３．７％）

その他２，２４７億円
（３８．７％）

2,188

2,095

2,0051,970
1,918

4,000

5,000

6,000

7,000

18 19 20 21 22

1,000

1,500

2,000

2,500

歳入 歳出 実質収支※  実質収支とは、形式収支（＝歳入総額－歳出総額）から

翌年度に繰り越した事業に要する一般財源を差し引いたものです。

一般会計決算収支の推移（億円） （百万円）

（年度）
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11

億円

年度

■ 個人市民税４８億円の減 法人市民税３０億円の増 固定資産税３億円の増 収納率０．１ポイント改善

市税収入決算の推移 ～予算・決算等の状況～

億円 ％

30

354 353 354 346 347 333 322 314 313 304 304 307 303 306

920 941 955 927 927 915 872 853 847 799 802 813 806 809

262 234 218 225 210 200 226 240 241 290 288 286
198 228

717 651 627 599 590 574 556 534 561 609 707 720
716 668

2,253
2,179 2,154

2,097 2,074 2,022 1,976 1,941 1,962 2,002
2,101 2,126

2,023 2,011

95.6 95.4 94.9 94.3 94.1 94.0 94.4 94.6 95.1 95.5 95.8 95.8 95.4 95.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

個人市民税

法人市民税

固定資産税

その他

収納率



億円

91
90 87

72

79

106

114

123

112

110
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143
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100

120

11         12 13 14   15 16    17 18 19  20 21 22 年度

財政調整基金残高の推移 ～予算・決算等の状況～
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実質残高とは、

市債残高総額から

① 後年度の償還財源が

地方交付税等により

補てんされる臨時財政

対策債などの特別な

市債の残高

② 将来の返済に備えて

減債基金に積み立てて

いる額

を差し引いた額
２２市債実質残高（左軸）

７，１５０億円

２２市債残高総額（左軸）

９，８１８億円

50  51  52   53  54  55  56  57   58  59  60  61 62  63   1 2   3    4    5    6    7   8    9   10  11 12 13 14  15  16  17 18  19 20  21 22 年度

一般会計市債残高の推移 ～予算・決算等の状況～

２２減債基金残高（右軸）

８１６億円

億円
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■ 実質公債費比率、将来負担比率とも基準値に達していない。

健全化判断比率の状況 ～広島市の財政の現状分析～

33

区   分
広島市
の状況

早期
健全化
基準

財政
再生
基準

実質
赤字比率

―
(実質赤字は

生じていない)
11.25 20.00

連結実質
赤字比率

―
(実質赤字は

生じていない)
16.25 35.00

実質
公債費
比率

15.6 25.0 35.0

将来
負担比率 251.3 400.0

札幌市

仙台市

さいたま市

千葉市

横浜市

川崎市

相模原市

新潟市

静岡市

浜松市

名古屋市

京都市
大阪市

堺市

神戸市

岡山市

広島市

北九州市

福岡市

0.0 

50.0 

100.0 

150.0 

200.0 

250.0 

300.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率（％）

政令市の健全化判断比率の分布状況（２２年度決算）
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平成13年度以降の点線（緑色）は、

臨時財政対策債を含んだ場合
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ア
競
技
大
会
開
催(

Ｈ
６)

年度

プラス ：借入＜返済

マイナス：借入＞返済

プライマリーバランスの推移 ～広島市の財政の現状分析～

政
令
指
定
都
市
移
行(

Ｓ
５
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平成１１年度以降

黒字を確保

億円
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貸借対照表 （バランスシート）（平成２３年３月３１日現在）

広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

資産の部 負債の部 

 普通会計 単 体 連 結  普通会計 単 体 連 結 

公共資産 

 

投資等 

 

流動資産 

2 兆 5,590 億円 

 

3,441 億円 

 

298 億円 

3 兆 9,396 億円 

 

2,526 億円 

 

770 億円 

4 兆 2,456 億円 

 

1,491 億円 

 

890 億円 

固定負債 

流動負債 

1 兆 32 億円 

966 億円 

1 兆 6,676 億円 

1,646 億円 

1 兆 8,004 億円 

2,343 億円 

負債合計 1 兆 998億円 

 

1 兆 8,322 億円 

2 兆 347億円 

 

 

純資産の部 

 普通会計 単 体 連 結 

純資産合計 1 兆 8,331 億円 2 兆 4,370 億円 2 兆 4,490 億円 

資産合計 2 兆 9,329 億円 

 

4 兆 2,692 億円 

4 兆 4,837 億円 

 

 

負債及び 

純資産合計 
2 兆 9,329 億円 4 兆 2,692 億円 4 兆 4,837 億円 

 

（4兆 4,816億円） 
［＋21億円］ 

（2兆 279億円） 
［＋68億円］ 

左側に「資産」、右側に「負債」と「純資産」を対照表示したもので、年度末時点で、どのような資産を

どのような財源で形成してきたかを表しています。

資産は、連結ベースで広島高速道路の建設によるインフラ資産の増等により21億円の増となってい

ます。負債は、連結ベースで臨時財政対策債の増等により68億円の増となっています。
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行政コスト計算書 （平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

項  目 普通会計 単 体 
連 結 

22 年度 21 年度 比較 

経常費用 4,108 億円 6,649 億円 7,773 億円 7,708 億円 ＋65 億円 

人にかかるコスト 

物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 

その他のコスト 

884 億円 

852 億円 

2,191 億円 

181 億円 

1,214 億円 

1,298 億円 

3,684 億円 

453 億円 

1,373 億円 

1,373 億円 

4,533 億円 

494 億円 

1,363 億円 

1,403 億円 

4,414 億円 

528 億円 

＋10 億円 

△30 億円 

＋119 億円 

△34 億円 

経常収益 217 億円 1,213 億円 1,388 億円 1,392 億円 △4 億円 

純経常行政コスト 

（経常費用－経常収益） 
3,891 億円 5,436 億円 6,385 億円 6,316 億円 ＋69 億円 

 １年間の行政活動のうち、資産形成以外の活動に要した経費と、その財源となる使用料や手数料等

の収入の関係を表しています。

連結ベースの経常費用は、子ども手当の創設や生活保護費の増等に伴う移転支出的なコストの増

等により65億円の増、経常収益は、競輪事業の車券売上収入の減等により4億円の減となっています。
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広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

項   目 普通会計 単 体 連 結 

期首純資産残高 1 兆 8,632 億円 2 兆 4,562 億円 2 兆 4,537 億円 

財源の変動 

資産形成充当財源の変動 

その他の純資産の変動 

△189 億円 

△112 億円 

 - 

△30 億円 

△162 億円 

 - 

△59 億円 

＋12 億円 

 0 

当期変動額 △301 億円 △192 億円 △47 億円 

期末純資産残高 1 兆 8,331 億円 2 兆 4,370 億円 2 兆 4,490 億円 

 

項   目 普通会計 単 体 連 結 

期首資金残高 150 億円 392 億円 537 億円 

経 常 的 収 支 

資 本 的 収 支 

財 務 的 収 支 

470 億円 

△539 億円 

94 億円 

997 億円 

△721 億円 

△208 億円 

1,065 億円 

△815 億円 

△236 億円 

当期資金収支額 25 億円 68 億円 14 億円 

経費負担割合変更に伴う差額 - - 0 

期末資金残高 175 億円 460 億円 551 億円 

 

純資産変動計算書 （平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

資金収支計算書（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

37

バランスシートにおける純資産

（国・県や、過去及び現世代が

負担した将来返済が丌要な財

産）の１年間の増減を表してい

ます。

１年間の資金の増減を「経常

的収支」、「資本的収支」、「財

務的収支」の３つに区分して表

示したもので、どのような活動に

資金が必要であったかを表して

います。
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広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

市民１人あたりの状況
 

項  目 

市民１人当たり数値 

普通会計 単 体 
連   結 

22 年度 21 年度 比 較 

貸

借

対

照

表 

資産額 253 万円 368 万円 387 万円 388 万円 △1 万円 

負債額 95 万円 158 万円 176 万円 176 万円 - 

純資産額 158 万円 210 万円 211 万円 212 万円 △1 万円 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書 

経常費用 35 万円 57 万円 67 万円 67 万円 - 

経常収益 2 万円 10 万円 12 万円 12 万円 - 

純経常費用 33 万円 47 万円 55 万円 55 万円 - 

・ 数値は平成23年3月31日現在の住民基本台帳人口（1,159,388人）を元に算出

・ 市民１人当たりの負債額は連結で176万円であるが、そのうち95万円は、主に市税により返済される。

差額81万円は、主に下水道（47万円）、広島高速道路公社（12万円）、水道（9万円）、病院

（6万円）の負債であり、主に使用料収入等により返済される。
38



市債購入

まちづくり

公園、道路、街路、 学校

消防署 、防災基盤整備 など

市債の紹介 ～広島市債について～

39

「市債の役割」
一時的に多額の出費を必要とする公共施設の建設などの財源確保を
図り、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、財政
負担を平準化し、 世代間の負担の公平性を保つことができます。

「市債の用途」
国際平和文化都市にふさわしい都市基盤整備や市民生活に
身近な公共施設整備などに活かされています。

「市債を購入すると」

市 債 と は

安全確実な地方債

元利償還に対
する国の
財源保障

起債

協議制度

減債基金を活
用した計画的
な負債管理

財政

再建制度

ＢＩＳ規制

リスクウエイト
０％

行財政改革の
積極的な推進



「市場公募債の発行及び安定消化の継続」
全国型市場公募債（１０年債）を昭和５７年度から継続して発行、平成２２年度から５年債も発行

共同発行市場公募債の発行に平成１５年度から参加

流動性向上のため、年間を通じ発行を平準化、発行規模も増加

超長期債など年限の多様化も継続して検討

回号 年限 発行日 発行額
表面
利率

応募者
利回り

平成22年度
第1回

１０年 H22.10.26 100億円 0.93% 0.932%

平成22年度
第2回

5年 H22.12.24 100億円 0.50% 0.504%

平成22年度
第3回

１０年 H22.12.24 100億円 1.23% 1.231%

平成22年度
第4回

5年 H23.2.25 100億円 0.59% 0.594%

平成22年度
第5回

１０年 H23.2.25 100億円 1.29% 1.299%

平成22年度
第6回

１０年 H23.5.31 200億円 1.21% 1.217%

平成23年度
第1回

5年 H23.9.26 100億円 0.34% 0.350%

平成23年度
第2回

１０年 H23.10.25 100億円 1.00% 1.006%

資金調達の方針 ～政府資金等から民間資金へ～

市債発行額の推移 市債の直近の発行実績

起債運営方針 ～広島市債について～
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億円

年度



金 融 機 関 名 シェア 金 融 機 関 名 シェア

広 島 銀 行 19.0 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 11.0

み ず ほ
コ ー ポ レ ー ト 銀 行

13.5 野 村 證 券 10.0

み ず ほ 銀 行 2.0
大和証券キャピタル・
マ ー ケ ッ ツ

10.0

三 井 住 友 銀 行 2.0 み ず ほ 証 券 5.0

三 菱東 京 Ｕ ＦＪ 銀行 1.5
三菱ＵＦＪモルガン・
ス タ ン レ ー 証 券

5.0

新 生 銀 行 2.0
み ず ほ
インベ スタ ーズ 証券

4.5

住 友 信 託 銀 行 0.5 岡 三 証 券 2.0

も み じ 銀 行 6.5 東 洋 証 券 1.5

広 島 信 用 金 庫 3.0 丸 三 証 券 1.0

計［９］ 50.0 計［９］ 50.0

銀　行　団　 　証　券　団　 

１０年債

金 融 機 関 名 シェア 金 融 機 関 名 シェア

広 島 銀 行 19.5 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 11.0

み ず ほ
コ ー ポ レ ー ト 銀 行

13.5 野 村 證 券 10.0

み ず ほ 銀 行 2.0
大和証券キャピタル・
マ ー ケ ッ ツ

10.0

三 井 住 友 銀 行 2.0 み ず ほ 証 券 5.0

三 菱東 京 Ｕ ＦＪ 銀行 1.5
三菱ＵＦＪモルガン・
ス タ ン レ ー 証 券

5.0

新 生 銀 行 2.0
み ず ほ
インベ スタ ーズ 証券

4.5

も み じ 銀 行 6.5 岡 三 証 券 2.0

広 島 信 用 金 庫 3.0 東 洋 証 券 1.5

― ― 丸 三 証 券 1.0

計［８］ 50.0 計［９］ 50.0

銀　行　団　 　証　券　団　 

５年債

市場公募債 発行年限 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月１月 ２月 ３月 計

5年 100 100 200

10年 100 100 100 300

共同発行 10年 60 60 70 70 70 70 400

0 60 0 60 0 170 100 70 200 70 100 70 900

個別発行

合計

※単位：億円、発行額は全会計ベース（借換債含む。）

借入予定総額は１，５２８億円

うち民間資金借入予定額は１，０７１億円

（全体の７０．１％）

市場公募債の発行予定総額は９００億円

（全体の５８．９％）

うち広島市個別発行分は５００億円

（全体の３２．７％）

銀行等引受債の発行予定額は１７１億円

（全体の１１．２％）

発行計画 ～広島市債について～

平成２３年度広島市債発行計画

広島市債引受シンジケー ト団
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【本資料に関するお問い合わせ先】

広島市財政局財政課資金係

ＴＥＬ ０８２－５０４－２０７４

ＦＡＸ ０８２－５０４－２０９９

Ｅ-ｍａｉｌ zaisei@city.hiroshima.jp

ホームページ

広島市ホーム ➡ 市政全般 ➡ 広島市の概要

➡ 市の仕事と組織 ➡ 組織 ➡ 財政局

➡ 市債・投資家情報
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